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ハイライト表示

spfadmin
ノート注釈
生体内の炭素が見えるような誤解を与えるという指摘を受け、以下の通り修正しました。
沿岸湿地では、マングローブの樹木や海草の草体の様な目に見える地上部が蓄えているものをはるかに凌ぐ量の炭素を、地下部の土壌が長期間蓄えることで、二酸化炭素（以下CO2）の吸収源として機能する。
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ハイライト表示

spfadmin
ノート注釈
文献を示した方が親切、という指摘を受けました。以下の文献を追加してください。
15）Roque, BM, et al. : PLoS ONE 16(3),  e0247820 (2021)

これに伴い、以降の参考文献の番号が一つずつずれます。よろしくお願いします。
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ハイライト表示
「故に東南アジアや太平洋、インド洋、カリブ海の沿岸国や島しょ国などでは、有効かつ現実的な適応策になると考えられる。」と修正願います。

spfadmin
ハイライト表示
「面」を「特長」に修正願います。
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ハイライト表示
「こうした課題はあるものの、インドネシア、フィリピン、マレーシア、メキシコ、キューバ、それに米国といった国はサンゴ礁な適切な管理によって洪水対策費の大きな軽減が期待できる。故にサンゴ礁の管理を、国家の国民経済計算や企業の保険に算入していく必要性が指摘されている。」と修正ください。
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ハイライト表示
「費用便益分析から、マングローブの再生は2倍、保全は88倍、再生と保全を合わせると3倍という便益費用比率が見積もられている文献番号）。」と修正ください。
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ハイライト表示
この一文の前に、「故にブルーカーボン生態系の保全や再生策は」を追加ください。




